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ケニア山のチンダル氷河における近年の氷河変動とデブリ地形の形成

Recent glacier variations and debris landform at Tyndall Glacier of the

Mt. Kenya.
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　ケニア山に位置するチンダル氷河は，1919～1994年までの75年間に高度で80m，距離で300m後退した

（水野，1995）．その変化は，1958～1984年 の26年間で75m後退し,1984～1992年の8年間で23m後退し

ており，後退速度は前半が2.9m/yr (Coe, 1967; Spence 1989)，後半が2.9m/yrであり，ほぼ等速度で後退し

ている．氷河前面には，この後退時に形成された埋没氷を含むデブリ地形が形成されている．地中レーダー探

査によって内部構造を調べたところ，2.5mの厚さのデブリ地形であり，氷河の後退時にデブリと氷を堆積し

た．このデブリ地形は，1984年の後退箇所で1か所で形成されているにすぎず，氷河の停滞時に堆積したもの

と考えられる．
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